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のことが知られていた．

          μ∈η（α），ソ∈D（β）（α≦；β）ならば，μ。ソ∈〃（α）．

特に，α＜βならば，次の式が成り立つ．

鯉μリ（κ，∞）加（κ，・）寸1α／（励）・

 知りたいのは，α＝βの場合のtai1decayの。rderの評価である．これについて次の様な。on－

jeCtureを立てた．

C0NJEcTURE．

（※）

μ，1∈・（α）（α・・），r舳），八ソ（励）・∞ならば

μリ（κ，・。）一r舳）μ（κ，・・）・ズlw）ソ（ん∞）．

 このConjeCtureについて，（※）が，幾つかの条件の元で成立していることを示した．これが

一般の場合に正しいか，また，モーメントが存在しないときのtai1の評価などについては，い

まだ，最終結論を得ていない．（このためには，正則変動関数についての様々な性質にっし）ての

考察が必要であると思われる．）しかし，このことから，同じ指数（キ2）の安定分布の吸引域に

属する分布に従う独立確率変数の積について，その分布のtailは正則変動するが，ba1ancecon－

ditiOnが成り立たないことがある．すなわち，このクラスがそのような演算について閉じていな

いことが分った．
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                 階膚的直交座標

                                 柳一本 武 美

 R1土の確率分布力（κ；θ），θ∈”を考える．母数θが（θ、，．．．，θρ）’と分解できて，θ1，．．．，θ力

問の直交性を論じよう．直交条件は母数の推測に便宜的な性質をもたらすことがある．また実

際的にも，母数の直交性は個々の母数が相異なる量を測っていることを示唆する．従ってモデ

ルを解釈するのに都合が良い．Huzurbazar（1956）とCox andReid（1987）は各成分θ、，．．．，θ力

が直交であることを，Fisherの情報行列

H！為1・・力（κ，1）1力（κ，1）／

の非対角成分が任意のθに対してOになることで定義した．

 さてKu11bacトLeib1er separator（re1ative entropy）は次のように定義される．

・・（1・，1）一∫・・粉力（・；1似
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このときθ＝（θ1，θ。）が階層的直交であるとは，θ＊＝（α＊，θダ），θ†＝（硯＊，θ。）として

            肌（θ＊，θ）＝ノ（L（θ＊，θ†）十ノ（L（θ†，θ）

が任意のθ，θ＊に対して成り立つことと定義する．母数θの次元が3以上の場合にも容易に拡

張される．

 指数分布施

            力（κ；θ）＝exp｛β（θ）’C＋ろ（β（θ））十α（κ）｝

では階層的直交性は

              （β（θ↑）一β（θ））’（η（θ＊）一η（θ†））＝0

と表される（NagaokaandAmari（1982））．

 この定義に関して以下の話題を論じた．

 a）密度関数の完全分離型

 b）最尤推定量の独立性

 C）尤度比検定と修正尤度比検定

 d）条件付推測

 e）母数のparametrizatiOn

                 結晶群の出現頻度

                                  伊 藤 栄 明

 幾何学的な対称性を群論をもちいて記述する方法はよく知られている．3次元空間における

周期的な構造について対称性を記述する230個の群があり，それらは空間群と呼ばれている．結

晶における原子の配列を解析する際に空間群はもちいられる．結晶の対称性は230の空間群の

いずれかによりあらわされる．個々の結晶の対称性が何になるかという問題は物理的，化学的

な議論にもとづいておこなわれるべきものであるが，多数の結晶について対称性の分布につい

ては確率モデルを考えうる．群を値としてとる確率分布，確率過程という見方が可能である（伊

藤（1985．1986））．幾何学的対称性を平衡移動の操作を考慮にいれず記述する点群といわれてい

る32個の群がある．それらは定点Oを通る軸による回転及び定点Oについての反転からなる

有限群である．点群は結晶の形態を記述する際にもちいられる．点群における対称操作に平行

移動の操作を組み合わせたものが空間群であり，各空間群は32個の点群のいずれかにもとづい

て構成されている．空間群及び点群は合同変換からなる不連続群である．正六面体からえられ

る有限群で位数が最大であるものを考える．それは結晶学において0巧と呼ばれている群であ

る．正六面体の高さが一様な柱から得られる有限群で位数が最大であるものは結晶学において

D。月といわれているものである．32個の点群は0ゐ，D。ゐ及びそれらの部分群のいずれかであ

る．0ん及びD。ゐにおける元を幾何学的な意味に基づいて，3次元の行列により表現する．まず

0刀の表現牽考える．頂点の各座標が十1あるいは一1であるような正六面体を考える．それと

合同な位置にもたらすような合同変換のすべてを行列により表現する．それらのうち回転軸が

（1，1，1）と（一1，一1，一1）を通る3を含むD。。を考え，それを含むD。尻の表現を考える．0んと

D。みの双方に含まれる位数が最大の部分群はD。。であり，0ゐ及びD。刀の上記の表現はD。。の表

現をひとつ共有している．同様に（1，一1，1）と（一1，十1，一1），（1，1，一1）と（一1，一1，1），（一1，


